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調査検討会の概要 
 
１．机上検討・ラボ試験 
 １－１．各種変調方式の検討 ＜机上検討＞ 
 １－２．帯域幅毎の特性検討 ＜机上検討・ラボ試験＞ 
 １－３．伝搬環境を模擬した検討 ＜机上検討・ラボ試験＞  
 １－４．静止画・動画伝送の検討 ＜ラボ試験＞ 
 
２．フィールド試験（速報） 
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 １－２．帯域幅毎の特性検討＜机上検討・ラボ試験＞ 
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検討結果のまとめ 
 
机上検討及びラボ試験結果より以下の結論を得た。 
 
 １次変調方式 
 各変調方式の中から、広域テレメーターとして要求される通信距離の確保を第一とし、  
 画像伝送 において相応の伝送速度が得られ、且つ送信機の電力増幅部への影響が 
 少ないQPSK方式の採用が妥当である。 
 
 ２次変調方式 
 遅延波対策に要する処理量、送信スペクトルの狭帯域化の観点からSCBT方式の 
 採用が妥当である。 
 



 １．机上検討・ラボ試験 
 １－３．伝搬環境を模擬した検討＜机上検討・ラボ試験＞ 
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検討概要 
 
 机上検討 
 QPSK方式に対してレイリーフェージング伝搬環境を模擬した計算機シミュレーションを 
 行った。また参考として４値FSK方式についても評価した。 
 ラボ試験 
 計算機シミュレーション結果で導き出されたパラメータを適用し、疑似伝送路を使用して 
 QPSK方式のCNR対BER特性の測定を行った。 

検討結果のまとめ 
 
 机上検討 
 遅延波の条件は1パス（遅延波無し）、2パス（10us遅延、-20dB）、 
 3パス（10us・20us遅延、-20dB・-40dB）とした。 
 QPSK方式、4値FSK方式ともにCNRが低い環境では伝搬環境に依らず同等の性能を 
 示し、CNRが高くなると遅延波が存在している環境の方が性能が良くなる傾向を示した。 
 ラボ試験 
 伝搬環境の条件は移動速度5km/hの1パスとした。 
 結果、CNR > 30dB付近まで計算機シミュレーション結果と同等の傾向を示すことが 
 確認できた。 
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検討結果のまとめ 
 
静止画・動画伝送の試験の結果、以下の結論を得た。 
 テレメーター機能試験 
 CNR=7dB以上において、BER誤り率 2×10-5以下の性能が得られる場合、 
 途切れの無い高品質な動画伝送が可能であることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テレコントロール機能試験 
 動画伝送の視聴可能限界CNRにおいて、テレコントロールコマンドの送達率は、 
 100%となり、動画伝送の切替において必要なコマンド伝送が行えることが確認できた。 

実際の伝送画面イメージ （右図ではブロックノイズ発生） 












